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佐倉市の概況 
 

佐倉市の景観のもととなる基本的な社会条件、自然的な条

件について概況を整理しています。 
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９ 

 

１．位置 

 

佐倉市は、千葉県北部、下総台地の中央部に位

置しています。都心へは約４０ｋｍ、成田国際空

港へは東へ約１５ｋｍ、県庁所在地の千葉市へは

南西へ約２０ｋｍの距離にあり、市北部には自然

豊かな印旛沼が広がる行政面積１０３．６９ｋ㎡

の首都圏近郊都市となっています。 

京成電鉄本線、ＪＲ東日本鉄道総武本線・成田

線が市の東西を通り、都心まで約６０分、成田国

際空港と千葉市までそれぞれ約２０分で結んでい

ます。そのほか、新交通システムのユーカリが丘

線が運行され、バス路線とともに市民の足となっ

ています。 

また、都心と成田国際空港を結ぶ東関東自動車道と国道５１号が市の南部を走るほ

か、国道２９６号、主要地方道佐倉印西線、千葉臼井印西線などが主要な幹線道路と

なっています。 

 

図 交通体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 佐倉市の位置 
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２．人口・世帯 

１）佐倉市全域 

佐倉市の人口は、昭和２９年の市制施行以降、増加傾向が続いていました。特に、

昭和４０年から平成７年までの３０年間は、約２万人/５年の増加が続くなど、高度

経済成長期以降の増加が顕著でした。平成７年以降は、増加率が鈍化し、平成２９年

３月時点の人口は約１７万７千人であり、減少傾向を見せ始めています。 

また、世帯数は、昭和４０年から平成１７年までの４０年間、約７千世帯/５年の

増加が続きました。平成１７年以降は増加率がやや鈍化し、平成２９年３月時点では

約７万６千世帯となっています。 

 

２）地区別 

地区別の人口は、北部の鉄道沿線の地区に集中しており、志津地区が約７万 7千人

と最も多く、次いで臼井地区が約３万１千人、佐倉地区が約２万９千人となっていま

す。また、和田地区、弥富地区の人口は、それぞれ約１,９００人、約１,６００人で

す。なお、世帯数もおおむね同様の傾向がみられます。 

 

図 人口・世帯数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

表 地区別人口・世帯数 

 全市 佐倉 臼井 志津 根郷 和田 弥富 千代田 

人口 176,518 28,933 30,809 77,078 25,317 1,913 1,581 10,887 

世帯数 76,146 13,173 13,493 32,639 11,162 796 696 4,187 

平均世帯人員 2.32 2.20 2.28 2.36 2.27 2.40 2.27 2.60 

単位：世帯 単位：人 

（人・世帯） 出典：住民基本台帳（平成 29 年３月末） ※外国人を含む 

※平成２年以降の人口：外国人登録者数を含む  平成 17年度以降の世帯数：外国人世帯含む 

出典：住民基本台帳等（各年３月末） 
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３．土地利用の現況 

 

佐倉市では、低地の印旛沼や河川沿いに農地（水田）が帯状に形成されており、北

部の台地上では主に市街地、南部の台地上では、集落や畑地及び山林が形成されてい

ます。また、低地と台地との縁辺部の間には、斜面緑地＊が市街地を取り囲むように

帯状に連なっています。 

土地利用状況では、山林が約２,０００ｈａ（２０％）と最も多く、次に田が約１,

８００ｈａ（１７％）、住宅用地が約１,６００ｈａ（１６％）の順となっています。  

また、農地（田・畑）や山林などの「自然的土地利用」は、約６,２００ｈａ（５

９％）を占めています。商業用地や住宅用地などの「都市的土地利用」は、約２，４

００ｈａ（２４％）となっています。「都市的土地利用」では、住宅用地が約１,６０

０ｈａ（１６％）と最も多く、工業地は約２５０ｈａ（３％）、商業地は約１７０ｈ

ａ（２％）となっています。 
 

図表 市内の土地利用の現況（内訳）                                   （単位：ha） 

田 畑 
荒地・耕作
放棄地 

山林 水面 
その他 
自然地 

自然的 
土地利用計 

1,829.84  1,275.99  649.81  2,094.21  363.67  8.13  6,221.65  

 

住宅用地 商業用地 工業用地 
運輸施設 
用地 

公共施設 
用地 

文教・厚生
用地 

都市的 
土地利用計 

1,639.91  176.36  255.66  62.49  42.05  272.79  2,449.26  

 

オープンス
ペース 

その他の空
地（宅地造
成中等） 

その他の空
地（駐車
場・資材置
き場等） 

道路用地 
交通施設 
用地 

その他 
オープンス
ペース等計 

310.92  255.14  166.16  924.71  55.51  0.15  1,712.59  

出典：平成 23 年度都市計画基礎調査 （面積は GIS情報の合算）  
 
 

 

 

 

 

 自然的土地利用 59％ 

都市的土地利用 24％ 

オープンスペース等17％ 
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参考：佐倉市谷津環境保全指針 

４．自然地形と植生 

１）地形・水系 

佐倉市の地形は、標高３０～３５ｍの下

総台地と印旛沼低地で構成されており、台

地は北から南へ向かうほど徐々に高くなっ

ています。水系は、鹿島川、手繰川、小竹

川など、市内の水系の多くが印旛沼に注い

でいます。下総台地では、鹿島川と手繰川

からの支流が樹枝状に広がり、台地を侵食

して大小の谷を刻み、谷津を形成すること

で、複雑かつ特徴的な地形を生み出してい

ます。これらの河川は、下総台地の湧水を

水源としており、台地の裾や谷津周辺には

多くの湧水地が認められます。 

 

図 地形・水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 谷津と湧水 



          第１章 佐倉市の概況 

１３ 

 

２）植生 

自然植生としての森林植生は、スダジイ林（ヤブコウジ-スタジイ群集）やシラカ

シ林（シラカシ群集）が、佐倉城跡やその周辺の社寺、屋敷林などに残されています。 

斜面緑地の下部にはクヌギ、ヤマグワやヌルデなどの低木の群落、斜面から台地上

にかけてはコナラ、イヌシデ、クヌギなどの落葉広葉樹林、台地上にはスギ・ヒノキ

植林やシイ・カシの照葉樹林、エノキ・ケヤキなどの高木があります。これらの樹木

は地盤を安定させるとともに、人々の生活の中で利用され、地域の人々との関わりの

中で維持・継承されてきました。 

しかし、近年では生活様式の変化、居住者の高齢化などにより、適切な維持・管理

が困難な場合もあり、かつては里山の低層部にあった竹林が斜面を覆うように増殖し

ている状況もみられます。 

また、かつて市内には広い地域にマツ林（アカマツ-クロマツ植林）が見られまし

たが、松枯れ病などの影響で、現在は、ほとんど見られなくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の植生が残る佐倉城跡 

（佐倉城址公園・城内町） 

集落地に見られる水田と斜面緑地

の雑木林（岩富） 

佐倉市民の森の雑木林（土浮） 

斜面の一部を覆う竹林（飯野、飯野町） 
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参考：国勢調査地図シリーズ 我が国の人口集中地区 総務省統計局 

５．佐倉市の成り立ち 

 

佐倉市は、北に印旛沼が水をたたえ、そこに流れ込む河川に沿って旧石器時代以降

の遺跡が多数存在しており、古くから人の営みがあったことがうかがえます。 

中世を経て、天正１８年（１５９０）に徳川家康が関東に入ると、家臣の久野宗能

が佐倉（鹿島城）、酒井家次が臼井、北条氏勝が岩富に領主として配置されました。

その後、慶長１５年（１６１０）に小見川から佐倉に移った土井利勝は、鹿島城の地

に佐倉城を築き、以降、佐倉城は江戸の東方を守る役割を担いました。 

明治のはじめには、佐倉城は陸軍の兵営地となり、城門や櫓、多くの侍屋敷は取り

壊されてしまいました。その後、佐倉は終戦まで、「連隊のまち」としてにぎわいを

見せました。 

昭和２９年（１９５４）、佐倉町、臼井町、志津村、根郷村、和田村、弥富村の合

併により佐倉市市制が施行されました。さらに、旭村及び四街道町（当時）の一部（現

在の千代田地区など）を編入し、現在の市域となりました。その後の高度経済成長期

には、土地区画整理事業などにより住宅団地が開発、整備され、徐々に住宅都市とし

ての性格を強めていきました。 

 

 

 

 

 

図 ＤＩＤ＊（人口集中地区）の変遷 
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表 佐倉市の略歴 

時代 主な出来事 

原始・古代 ・旧石器時代（３万５千年前～１万２千年前）から人々の活動の足跡が認めら

れる。その後の時代も含めて約９００以上の遺跡が発見されている。 

・古代から中世には、現在の霞ヶ浦・北浦・印旛沼・手賀沼を一続きにして「香

取の海」と呼ばれた内海があり、沿岸各地を結ぶ水上交通が発達していたこ

とが伺われる。 

中世 ・戦国時代に千葉氏が佐倉（現在の本佐倉城跡）に本拠を構える。この頃から

佐倉の名が史料に多く見られるようになる。 

・下総台地の樹枝状に発達した複雑な地形を利用して造成した中世城館が多数

存在し、本佐倉城、臼井城及び岩富城では城下が形成され、現在も当時の地

割を認めることができる。 

・印旛沼（印旛浦）を望む地に築かれた本佐倉城には浜宿湊、臼井城には舟戸

湊が設けられ、いずれも水運の要地に位置する城下の重要な港であった。 

近世 

（江戸時代） 

 

・天正１８年（１５９０）、江戸に入った徳川家康は家臣を江戸の周囲に配置

した。慶長１５年に佐倉に入った土井利勝は、鹿島城の地に佐倉城を築く。

以降、佐倉城は江戸城の東方を固める譜代大名の城として位置づけられた。 

・近世から近代の始めに繁栄した臼井宿と馬渡宿は、旅籠や商家が多く、にぎ

わいをみせていた。その後、鉄道交通の発達に伴い、宿の機能は低下してい

った。 

・幕府の老中首座として日本を開国へと導いた幕末の藩主堀田正篤（正睦）は、

医学、洋学などの学問の振興に力を注いだ。 

・正睦によって佐倉に招かれた蘭方医・佐藤泰然は、医学塾兼診療所、佐倉順

天堂（順天堂大学の前身）を開き、佐倉における蘭医学の礎を築いた。 

明治・大正 

昭和前期 

・明治２年（１８６９）、最後の藩主堀田正倫（まさとも）は版籍を奉還し、佐

倉藩知事に任命される。明治４年（１８７１）７月の廃藩置県により佐倉藩

は佐倉県と改称されるが、同年１１月には周辺県との合併で印旛県となり、

明治６年６月１５日からは千葉県の一部となる。 

・明治以降、佐倉城は陸軍の兵営地となり、兵舎などの施設が造られる。 

・明治２７年（１８９４）に総武鉄道本所（現錦糸町）― 佐倉間、大正１５

年（１９２６）には京成電気軌道 津田沼 ― 酒々井間がそれぞれ開通する。 

昭和中期以降 ・昭和２９年（１９５４）、佐倉、志津、臼井、根郷、和田、弥富の６町村が

合併し、佐倉市制施行。昭和３２年（１９５７）に四街道町の一部（現在の

千代田地区など）を編入。 

・高度経済成長期には、住宅団地の造成が進み、住宅都市としての性格が強ま

る。 

・ＤＩＤ（人口集中地区）は、昭和４０年までには旧佐倉城下町と京成佐倉駅、

ＪＲ佐倉駅周辺に広がっていたのみであったが、その後、昭和６０年までに

は志津駅周辺、平成７年までには臼井駅、ユーカリが丘駅周辺へと、駅を中

心として市街化が進行した。 

・昭和４６年（１９７１）に東関東自動車道佐倉インターチェンジが整備され

る。 

参考：ふるさと歴史読本他 
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